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　The 　purpose　of 　this　report 　is　to　clarify 　the 　residential 　life　and 　the　housing　needs 　of 　one ・person
households．　 For　this　purpose ，　the　survey 　was 　carried 　out 　to　the　residents 　of　apartments 　at　the　5
areas 　of 　Tokyo　in　1990．

　The 　findings　are 　as 　follows；

　（1）　 The 　young 　age 　group 　of 　one −person　households　are 　about 　50％ of 　the　one ・person　households

and 　the　middle 　and 　upper 　age 　groups　are 　about 　50％．　 Most　of　them 　are 　low　incQme，　and 　live　in
the　rented 　 apartments ．

　（2）　The 　main 　occasions 　to　live　alone 　are 　different　among 　the　age 　groups．　 The 　nearly 　30％ of

the　young 　age 　group 　Prefer　to　live　alone 　in　future．
　 （3）　 The 　 one −person 　households　 are 　lately　to　go 　to　 a　bed　 and 　 lately　 to　get 　 up ，　 and 　lately
comming 　home ．　 The 　 upper 　 age 　group 　go 　 to　 bed　 more 　 earlier ，　 but　 do 　 not 　 always 　get　 up 　more

earlier．　 The 　frequency 　of 　house　keeping 　works 　is　fewer 　for　male
，
　but　it　is　more 　for　the 　upper 　age

9「oup ・

　 （4）　 The 　intention　of 　live　to　be　worth 　investing　are 　varied 　by　the　sex 　and 　the　age 　groups ．　 The
male 　show 　the　intention　that　the　association 　with 　others 　is 正mportant ．

　 （5）　 The 　 one ・person　 households　 show 　 the　tendency 　 of 　 negative 　attitude 　 to　 associate 　 with

neighbors ，　 The 　female　are 　concerned 　with 　living　securely ，　and 　intend　to　live　in　the　midtown 　area ．

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（Received　March　8，1993）

KeywordS： one −person　 households 単 身世 帯，　 residential 　 life
dents 居住者特 性，　 apartments 共 同住 宅．
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　 1．　は じめ に

　近年 ， 大都市地域 を中心 に単身世帯 の 増加 は 著 しく，

複数人数 か らなる
一

般世帯 と同様 に
一

つ の ライ フ ス タ

イル （シ ン グ ル ライ フ ） を確 立 しつ つ あ る，東京都 に

つ い て み れ ば ，1965年 の 単身世 帯数は 59 万世帯 ， 全

世帯数に 占め る 比率 19％ （1970年国勢調査）で あ っ

た もの が，25 年後 の 1990年 に は，168万世 帯，36％

（1990年同調査）に まで 大 き く増大 して い る．

　か つ て 単 身世帯 と い えば
，
10代 ，

20代 の 若年 層が

大半 で あ っ た．しか し， 近年 で は若年 層に加 え て ，

中 ・高年 層の 単 身者 の 増加 が 目立 ち始め て い る．こ の

社会 的背景 に は ， 大都市地域 に お け る 男 女 の 人 口 比 の

ア ン バ ラ ン ス ， 職場で の 就業形態の変化 ， 結婚や 人生

に 対す る価値観 の 変化 な どが 関係 して い よう。今 日 で
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は ， 女性 で も仕事 を持 っ て 自立 す る こ とが 一般 的と な

り，結婚や家庭 に それ ほ どこ だ わ らな い 女性 が 増 えつ

つ あ る．ま た，ワ ン ル
ー

ム マ ン シ ョ ン の 建設 ，
コ ン ビ

ニ エ ン ス ス トア の 登場に よ り， 都市の 単身者に と っ て

生活 が しやす い 環境 に な っ た こ と も影響 して い る と 思

われ る．

　 こ うした変化 の ほ か に ， 高齢単 身者 におけ る増加 も

顕著で あ る．老人 の 世話 をその 家族 が み る家族制度 の

習慣 が 崩れ る中 で，高年齢期 で の 配 偶者 との 死別が 高

齢単身者 の 増加 に つ なが っ て い る．また ， 家族が い て

も単身居住 を余儀 な くされ るケ
ー

ス もある．企業の 転

勤に よる単身赴任者で あ り， 背後 に は子供 の 教 育 ， 老

人 の 世 話，持ち家の 管理な ど の 問題 が か らん で い る．

　 こ の ように，社会の 状 況 や 家族 の あ り方 が 変化 す る

中で 単 身世帯 が 増加 し，そ の 階層性や単身化の 契機 も

広範囲 に 多様化 して い る．そ の た め ，単身世帯の 居住

実態に 関する 研究が 徐 々 に 取組 み 始 め られ ，一
部 に は

示唆に 富む 成果 を得 て い る．しか し， それ らは住宅統

計資料 を 利 用 し た 単 身者 の マ ク ロ な居住状況 の 分析
1；，

若年 や 高齢単 身者の 居住実態の 分析
2｝3）

， 高齢単 身者

の 居住 空間の 検討
4） な ど，い わ ば特定の 階層を対象に

それぞ れ 個別 の 課 題 に 対 して 行 わ れ た分 析に 留 ま る も

の が 多い ．す なわち，単身世帯 の 住生活や住要求を全

体 的 ， 体系的 に 把握，検討 した もの は，著者の 渉猟 す

る範囲で は見当 た らな い ．した が っ て ， 本研 究 で はそ

の 点を踏 まえ ， 単身者の 階層別に   住生活 ， 居住 空間 ，

住 まい に対する住要求や志 向な どが どの ように 異な る

の か．また，  それ が複数世帯 と比較 して い か な る特

徴 を持 つ の か ，その 全体像 を明 らか に する こ と が 必要

で あ る．それ に よ っ て，単身世帯の 居住上の 課題 を把

握 し， 住宅施策 の 検 討 に 資す るこ とが で きるもの と考

えられ る．本報で は ，
こ の うち居住者特性 ， 単 身化 の

状 況，住生活 の 状 態 ， 住宅 や 住 まい 方 に 対する考 え方

を報告 し， 次報以降で居住水準 ， 居住評価 ， 転居計画 ，

住要求
・
志向，ラ イフ ス タ イル な ど を報告する予定 で

あ る．

　 2． 調査概要

　（1＞ 調査 の 概要 （表 1）

　単身世帯は ，多様な階層か ら構成 されて い る．今 回

の 調査 で は，そ の 中の 主要 な階層を抽 出して 全体像 が

把握 で きるよ うに，単身者が 最 も多く居住して い る共

同住宅 （分譲 マ ン シ ョ ン，鉄筋 コ ン ク リート造賃貸ア

パ ー
ト， 木造賃貸 ア パ ー

ト，こ の うち 設備 共 用 タ イ プ

表 1． 調査 の 配布 回収状況
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図 1． 調査 地 区の 概要

は建 設量， シ ェ ア とも小 さ い の で 除 く） の 居住者に ア

ン ケ
ー

ト調査 する方 法を と っ た （1988年東京都住宅

統計調査 ：単身世帯の 民間共同住宅 の 割合 は ，全住 宅

の 74．2％ に 相 当）．調 査地 区内 の 全数調査 とした た め，

2 人以上 の複数世帯 も同時 に 調査 す る こ とにな るが，

こ れ に よ っ て 同
一

調査区内 で 単身世帯 と複数世帯の 比

較 が 可能に な る利点 が で て くる．また ， 本調査 の 前 に

あらか じめ予備調査 を実施し，調査対象世帯の 確定 ，

住宅利 用状況 の 観察 を行 っ た ．本調査は ， 質問 紙 留置

自記法 で 直接配布，回収 を原則 とした．調査時期は ，

1990年 6 月 15 日〜7月 25 日．回収状況 は，表 ユの と

お りで ある．

　（2） 調査地 区の 概要 （図 1）

　調査 地 区の 選 定は，調査対象の 共 同住宅 が 多 く分布

した エ リア で ある こ と，都心 か ち郊外 ま で エ リア が 広

範囲 に 分散す るこ とを基準に した．そ の た め ，住宅 地

図帳に よる共 同住宅 の 分布，国勢調 査 ペ ー
ス の 単身世

帯の 分布 を検討 し， さ らに現 地 の 視 察を加 え て，図 1

に 示 さ れ る 5地 区を選出 した ．こ の うち  港区を除 い
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て
，   新宿区 ，   中野区 ，   杉 並 区 ，   武蔵 野市 とも

中央線沿線 の 駅周辺地 区 で あ り， 交通 の 利便性 はか な

り高 い ．い ずれ の 地 区 も単身世帯比率 ， 民営借家比率

が 50％を越 える ような地点 を多 く含 み，典 型的 な単

身居住地 区と言え る．

　（3） 調査内容

　調査 内容は ， 居住 者 の 属性 ， 単 身化 の 背景 ， 住 生活

一
般 の 状況，住宅や住 まい 方 に 対す る 意見 ， 現住宅 の

水準 ， 現住宅 の 意識評価 ， 住 み替え と転居計画，住 要

求や 住宅サ ービ ス の要求で ある．

　（4） 分析方法

　単 身世 帯の 特性 を明 らか に す る た め に 複数世帯 との

ク ロ ス 集計，お よび単身世帯 の 階層別 に クロ ス 集計 を

行 っ た．こ こ で ， 複数世帯 に つ い て は ， 調査 の 質問項

目に よ っ て 世帯貝個 人 の 属性に 関わ る 内容 と，世 帯員

全員に 関わ る 内容 とが ある こ と に留意する 必要が ある．

調査 は 原則 と して 世 帯主 の 立場で 回答 を求め て い る た

め ， 以後 の 分析で ， 日常生活 の 時間 に つ い て は世帯主

個 人 の 特性 が 表れ，ま た 生活 の 志向，住宅や住 まい に

対す る考 え方 は 世帯貝全貝 の 状 況 に 規定 さ れ なが ら世

帯主 の 意識 が 表れ る 傾向 に あ る，家事の 頻度に つ い て

は ， 世 帯主よ り世帯員全貝に 関わ る状況 が 反映 され る

と考 えられ る．

　単身世帯 の 階層区分 は，性 別 と年齢 を軸 に した．年

齢層の 区分 は，単身化 の 状況 に よ っ て，大 き く 29歳

以下 の 若年層 （未婚 の 単 身者 が 多 い 年 齢 層〉， 30〜49

歳 の 中年層 （結婚 に よ っ て 単身者 が 急減 し，単身を生

涯 の ラ イ フ ス タ イル とす る もの が 多く残 る 年齢層），

50歳 以上 の 高年層 （夫や妻 との 死 別に よる単身化が

増加 し，加え て定年退職 や 高齢化 に伴 っ て 生活に 大 き

な変化 が 生 ずる年齢層） に 分 け て 考 え る こ と が で き る

が ，年齢別 の 変化 をよ り明確 に把握す るため ， 中年 層

と高年層 を さ らに 2 区分 して ，10 歳階級 の 年齢 層 を

設定 した．

　 なお ， 単身世帯 は ［単 身］， 複数世帯 は ［複数］， 単

身世 帯 の 男 性 は ［男 ］， 女 性 は ［女 ］ と表 記 し，分 讓

マ ン シ ョ ン
， 鉄筋 コ ン ク リー ト造賃貸アパ ー

ト，木造

賃貸ア パ ー トは，そ れ ぞれ ［マ ン シ ョ ン ］，［鉄賃ア パ

ー ト］，［木賃 ア パ ー ト］と表記す る．ま た 年齢層は
，

10 歳階級 ご とに ［
〜29 歳］，［30歳代 ］， ［40 歳代 ］，

［50 歳代 ］，［60歳
〜］ と表 記 す る．X2 検 定，　 t検 定

の 結果 は ， 有意 差 が 0．1％未満 ， 1％未満 ， 5％未満 の

場合 は ， それ ぞれ ＊ ＊ ＊
，

＊ ＊
，

＊ で表す．

　3． 結果 および考察

　（1） 居住者 の 基本的特性

　1）　 世帯区分，性別 （表 2）

　調査 地区内 では，世帯区分 は ［単 身］が 54％，［複

数］が 46％で あ る．単 身世帯の 性別は ［男］が 54％ ，

［女］ が 46％で 男性 の 方 が わずか に 多い ．

　2）　共 同住宅 の 型 （表 2）

　住 宅型 で は ， ［単身］は ［木賃 ア パ ー トコが 52％，

［鉄 賃 ア パ ー ト］が 38％で，単 身世 帯 で は 賃 貸 ア パ ー

ト居住が 多 くを占め る．昭和 63年住宅需要 実態 調査

表 2． 居住者 の 基 本的特性

世
丗

　 　 （　 ：紛 単 　 の 　 別 （　 ：紛 勧
数 男　 　 　3 α ）

マ ン シ ヨン 59　9．黛 22438 ．1174 ．鑒 5216 ． 8．6
鉄賃ア・号一ト 26638 ，324441． 13836 ．て 12840 ．150 ．2

一 木賃ア・｛
一
ト 36051 ．琴 12020 ． 22158 ．穫 13943 ． 41．2

不 明 0　0，α　 0　 0． 00 ．α　 00 ， 0．0
κ

2
定 ・　　＊＊掌 男 ・女 ＊＊＊

24歳以下 23433 ．・33　 5．　　　 唱 15140 ．2　8326 ． 32．3
25〜29歳 13719 ．で 478 ． 8422 ．護　5316． 22．2
30〜34歳 B412 ．1… 7412 ． 5213 ．a　3210 ． 10。3
35〜39歳 527 ．ま 9215． 266 ．窪 268 ． 8．1
40〜44歳 40　5．ε　8414． 184 ．涯 226 ． 7．4
45〜49歳 23　3．窪 7312 ． 92 ．4　144 ． 4．5
50〜59歳 54　了，窪 10217 ． 174 ．53711 ． 5．6
60歳以上 55　7．盛 7813 ． 14　3．歪　4112 ， 8．6
不明 16　2，窪　 5　0． 51 ．窪 113 ． 1．1
（平均値） 33．4歳 ： 43．5歳 30．0歳 ｝37．臓 3．6歳
x2 検定 単 ・複 ＊綜 男 ・女＊料

t 検定 単 く 複 ＊綜 ＜ 女 ＊棘

100 507 ．琴 11L184 ．93210 ． 13．7
100〜200躍 12718 ．謬　ll　 L7921 ．α　 4815 ，　　　← 20．8
200〜300置 14220 ．4284 ． 7319 ．嘆 6921 ． 24．9
300噌500819127 ，511719． 9725 ．99429 ． 25．5
500〜700躍 608 ．臼Il619 ． 4110 ．9　 19　 6．　　　唱 6．8
700〜1000334 ．711619． 184 ．3154 ． 1．9
1000万刪肚 23　3．卸 2821 ． 133 ．4103 、11 ．3
不明 699 ．躾 6110 ． 37　9．種　3210 ． 5．0
（平均値 ） 362万配 　 768万円 373珊 i　 349珊 289万円

κ
2
検定 単 ・複＊緜 男 ・女 ＊

t 〈　 ＊＊零
一

・ 7110 ．　 8013 ． 35　 9．　 3611 ． 9．2
顴・管驃 37　5．ま12921． 26　6．匪　ll　 3． 1．5
専鬥・技觝 11616 ．哇 8714 ． 6818．li　 4815． 126 ．1
事務職 9513 ．麟 488 ． 256 ．壼 了12a 」

臨・サービ矯 8011 ．嚢 7112 ．14411 ．≠　3611 ． 18．1
臨・嬲 ■ 263 ，歪 172 ． 246 ．4　 20 ． 9．6
そ の 他 44　6．窪　294 ． 20　5．窪　24　7． 6．5
学　生 15121 ．瓏 101 ． 10728 ．5441a19 ．8
無 　職 48　 6．9　 7512 ． 112 ．票 371L8 ．o
不 明 26　 3．7　 42　 7．1164 盞 loa11 ．1

κ
z
検 定 単

二　 継 零 男 ；女＊＊‡

30 15922 ．田 6928 ． 9124 ．2　 6821 ．　　　脚 32．2「
30〜45分〃 1001 ξ．49215 ． 4110 ．麌 591 ＆ 22．9
45〜60分〃 7610 ．襲 7913 ， 4311 ．4331 肱 14．9
60分以 上 162 ．塁 213 ． 10　2．て　 6　1． 8．1
そ の 他 19928 ．噎　8514 ． 10828 ．属　8125 ． 「21．9
不明 14520 ．嘆14224 ． 8322 ．1i　 7222 ． 」

（平均 値 ） 33分 i　 34分 34分 i33分 35分
z2 検 定

一 一
t　 定

一 ｝
o95100 ．0588100． 76100 ．3夏9100 ． 100．o

1 ）　 兄 の ア
ータ は ， 6　 　 −一

　 に よ る集計．た だ し，世帯 主 職 業 は 昭和 58年 同調査 に よ る．
注 2 ） 検定は，＊＊＊ P ＜ 0 ．1 ％，＊： P ＜ 1 ％，＊ P ＜ 5 ％．
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全体 男

男
一29歳

30−39歳
4D−49歳
50−59歳

女
一29歳

30−39歳
40ー49歳
50−59歳

c∬ 〕

o 25 50　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 00

男 1 88 ．1　　　　　　　　　　　　　　　　　5．re ．1　　　　　　　　 r，
女 ． eo ．5 　　 　　 　

”
17．5 膿．・，1、．齟齟　　巳’

9歳 99．5 　　　　　　　 0ご■「，
9歳． e2 ．1　　　　　　 L 毎．5

．．一齟・・‘，：・　 　　 　 　 °
89 ．2　　　　　　　　　　 11．5 　　 19．29歳 …

．，噛●．■，
9歳 23 ．5

　　 齟77甲．7，．『−
才蓿

』
　　　　 35 ．2r，齟

一
歳o ，煕 …，覊 ．．．．　　 　　 ．．黒 蕚．鹽，
9歳 954 　　　　　　　　 三・，
9歳 98 −2 　　　　　　　　 f．ゐ，　・…．，．甲齟
9歳 828 　　　　　　 14．22 ：日

　．．一齟．．．．　　　　　　　　．．’「■■r．
9歳 5e ．4　　　　　　　　　　　　　　27 ．0　　　　 13 ．5

　 ・一一，・−，「°’．「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層■曾P「「「
藏 25 ，0 ？5　0　 　　 　　 　　 　　 0

［：コし｝な しこ ：未女昏

巨劉 〃 ：死 。離別

口 い 　る

図 2． 単身世 帯 の 配偶者 （妻 又 は 夫） の 有無

の 再集計に よ っ て 求 め た 東 京都 の 単 身世帯全体 と比較

する と （以下，東京都 の単身世帯全体 の デ
ー

タは同調

査 に よ る）， 調査 地 区内 の ［単身］は ［木賃 ア パ ー ト］

の 比重が やや高い ．［複数］で は ，［鉄賃ア パ ー
ト］42

％と ［マ ン シ ョ ン ］38％の 居住が 中心 で ，［木賃ア パ

ー
ト］の 居住 は 少 な い ．単 身の 性別 で は，［男］は ［木

賃 アパ ー
ト］が 59％ と高 い が ， ［女］は 44％ と少 な い ．

　3） 世 帯主年齢， 世 帯収 入 （表 2）

　世帯主 の 平均年齢は ， ［単身］が 33歳で こ れ は東京

都単身全体の 平均年齢 と ほ ぼ 一致 する．年齢別 で は

24 歳 以下 の 若年層が 多い が
，
30 歳以上 の 中・高年層 も

半数近 くを占めて い る．［複数］の 平均年齢 は 44歳 と

か な り高 くな る．単 身 の ［男］は 30歳 ， ［女 ］は 38

歳で女性 の 年齢の 方が 高 い ．こ れ は ， 男性 で は 24 歳

以下の若年層が 多い こ と に対 し， 女性 で は 50歳 以上

の 高年層が 多く含まれ る こ とに よ る．高齢単身者に 女

性 が 多い こ とは，高齢者対策の 面 か らも注 目して お く

必要 が あ ろ う．

　世帯収 入 の 平均 は，［単 身］が 362 万円 で あ る．こ

れ は ， 東京都単身全体 よ り 73 万円 多 く， 単 身世 帯 の

中で は 高 い 水 準に あ る．しか し， 収 入層 の 多 くは 100

〜300万 円に 集中し て い る こ とか ら，

一
般世帯 と 比べ

れ ば 全体的に は低収 入 層に 位置する．［複数］の 平均

は 768万円 と高い 。単身の 匚男］ の 平均は 373 万 円，

［女］は 349万 円 で 男性 の 収 入 の 方 が 高 い ．

　4） 世帯 主職業，通勤時間 （表 2）

　世帯 主 の 職業 で は ， 職 業 を持 た な い 単身者が 約 3割

60 （424｝

全体 男

　　女
男

一29歳
30−39歳
40ー49歳
50ー59歳
　 60一歳
女

一29歳
30ー39歳
40ー49歳
50ー59歳
　 60ー歳

‘％，

■ 就掌　　 　　口 死 ・離別

匪圃 就職　　　　 圃 子供の 勤務上

匡ヨ里身赴任　　　鬮 その 他

圜 週 末に 家 族 と

図 3． 単身世帯の
一

人 で 生活 して い る理 由

（「学生」22％，「無職」7％〉を占め る．有職者の 中で

は，「専 門 ・技術職」 17％や 「事務職」 14％が 多い ．こ

れ を東京都単 身全体 と比較す ると，「役員 ・管理職」，

「専門 ・技術職」， 「事務職」が 多い 反面 ， 「販売
・
サ
ー

ビ ス 職」， 「技能 ・労務職」が 少 な い ．す な わ ち， ホ ワ

イ トカ ラー系の単身者の 比重 が や や 高 くな っ て い る．

［複数］ で は，「自営 ・自由業」や 「役員 ・管理職 」が

多い ．［単 身］ の ［男 ］で は 「学生」 29％，［女 ］で は

「事務職」 22％ と 「無職」 12％ の 多い こ とが 目立 つ ．

　通 勤 時間 は ， 平均 で み る と ［単 身］は 33分 で，東

京都全般 の 通勤事情か らみ て 比較的短 い ．東京都単身

全体の 平均で も 35分 と短 く，単身者全体 が 利 便性 の

よ い 立 地 条件 を選 択 し て居住 し て い る こ とが 分 か る．

［複数］ の 平 均 は 34 分 で，［単 身］ と の 差は ほ と ん ど

な い ．単 身 の ［男］は 34分 ，［女 ］は 33分 で あ る．

通勤時間 で は ， 世帯区分別 ， 性別 とも有意差 が み られ

な い ．

　（2） 単 身化 の 状 況

　1）　配偶者の有無 （図 2）

　配偶者の 有無 で は，単身者の 場合 ， 配偶者の い な い

もの が 圧 倒的に 多 く，単身の ［男］ で 94％，［女］で

98％ を 占め る．配偶者 の 有無は，年齢層に よ っ て大 き

く変 わる．［
〜29歳］，［30歳代］で は，男女 とも 「未

婚」に よ る 単身者 が 大半 を占め て い る．匚40 歳代］か

ら 「死 ・離別」に よ っ て 配偶者 の い な い もの が 増 え始

め ，［50歳代］以降に 急増 す る．ま た ， ［男］は 年 齢

層が 高 く な る に つ れ て 配 偶者 の い る もの が 多く な る が ，

こ れ は 単身赴任 の 増加に よ る と考 えちれ る．こ の 点 ，

［女］は配偶者の い るもの は少なく，未婚が 多い ．
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図 4． 単身世帯 の 一
人の 生活 と な っ て か らの 年数

全体 男

　　 女

男
一29歳

30ー39歳
40−49歳
50ー59歳
　 6囗

一
歳

女
一29歳

30−39歳
40−49歳
50ー59歳
　 6囗一歳

■ 今後も 1人　 圃 友人等と同居

囲 い ずれ結婚　口 その 他

巨ヨ家族 と同居

図 5． 単身世 帯の 今後 の 結婚，同居等 の 予定

　2） 一
人 で生活 して い る理 由 （図 3）

　
一

人 で 生活 して い る理由 をみ ると，「就学」 は 匚男コ

が 3割，［女］が 2 割 で あ る．「就職」は 男女 とも 5 割

程度 あ り， 単 身化 の 最 も大 きな理 由 に な っ て い る．こ

の ほ か ［男］は 「単 身赴 任 」，匚女 ］は 「子 供 の 勤 務

上」 の 都合に よ る 理 由が 目立 っ ．年齢別で は，単身化

の 理 由 に大 きな相違が み られ る．［〜29 歳］の 若年層

で は 「就学」 を理 由 と す る 比 重 が 高 く，［男］は それ

が 約 半数 を 占め る．［30歳代 ］は男女 とも 「就職」 が

多くなる．［40歳代］か ら 「死 ・
離別」が増え始 め ，

［50歳代］ の 高年層で 急増す る．ま た ［男］は ， 同時

に 「単身赴任」 も多 くな る が ， こ れ は先の 配偶者の い

る割合 が 高 くな る傾 向 と も
一

致する．

　 3） 一
人 の 生 活と な っ て か らの 年数 （図 4）

　
一

人 で 生活する ように な っ て か らの 年数は，平均 で

み る と ［男］が 7．3 年，［女］が 10．3 年 で 女性 の 方 が

長 い ．「10年 以上」 の 長期 の 単 身者 は ， 女性 で は 6割

も存在す る．年 齢別 で は当然 の こ となが ら ， 男女 とも

若 い 年齢層 の 方 が 単身 の 期 間が 短 い ．年齢 の 上昇 に 応

じて単身の期間 は 長期化 するが ， そ れ も高年層の ［50

歳代］を ピ
ーク に ，［60 歳

〜］で は 逆 に 短 くな る．こ

れ は，高年齢層に な る と，死 別 に よる 単 身化 が 増加す

る こ とに よ る．ま た ［50歳代 ］以降 に な る と， 男女

間 の 単 身期間 の 格差 が 大 き くな り，女性 で 長 い こ とが

目立 っ ．女性 は ， 未婚 の 高齢単 身者 が 多い こ と ， 夫 と

の 死別 が 多 く， か つ 死別後 の期間 が 長 い こ と な ど で長

期 化 し て い る と考 え られ る．

　 4） 今後の 結婚 ， 同居等の 予定 （図 5）

　 今後の予定に関 して ，「今後 も
一

人 」とす る もの は，

［男］で 3割，［女］で 4割 とか な り多い ．残 りは 「い

ずれ結婚」 を予定 して い る もの が 多 く， 「家族 と 同居」

や 「友 人 等 と 同居」は 少 な い ．年齢別 で は ， ［〜29

歳］の 若年 層に お い て，「今後 も
一

人 」が 2．5〜3割を

占 め ，結婚 を予定 し な い 若 い 男女 の 存在 が 注 目 さ れ る．

こ れは ［30 歳代］で もほぼ同様 の 傾 向にある．［40歳

代］に な ると，「今後 も
一

人」は急速 に増加 する が，

その 比率は ［男］よ り ［女］の 方 が 高 い ．年齢層が 高

くな る に 従 っ て ，

一
人暮 らしの 志 向 は 女性 の 方 が 強 く

な る．他 方 ， 「家族 と同 居」は，［男コは ［40 歳 代］

以降 ， ［女］は ［50歳代］以降に 増加する．

　（3） 住生活の 状況

　 1）　 日常の 生活時間 （図 6，図 7，表 3）

　一日の 生活行動 の 中で 起床 と就寝，外 出 と帰宅 の 時

刻 を平 日 と休 日に 分 け て とらえ る こ とで，日常 の 生活

時間 の 概要 をみ る こ とに す る．

　 図 6 で ， 平 日 に お け る 生活行動の 時刻 をみ る．起床

は ［単 身］，［複数］ と も 「6〜7時」が 最 も多 い ．し

か し， ［単 身］に つ い て は 「8〜9時」 もや や 多く，外

出直前ま で ゆ っ くり寝て い る状 況 が 読 み 取 れ る．就寝

は ［単 身］，［複 数 ］と も 「23〜O 時」が 多 い が ， ［単

身1 で は 「1〜2時」の 深 夜遅 くま で 起 きて い る もの

が 目立つ ．外 出は ， ［単 身］， ［複数］の い ずれ も 「8〜

9時」の
一

般通常 の 出勤時刻 に集中し て い る．帰宅 は，

［単身］， ［複数］ と も 「19〜22 時」 と遅 い ．

　 図 7 は，休 日 の 場合 の 時刻 を示 して い る．起床 は

［単身］，［複数］ と も平 日 の 時刻 よ りか な り 遅 い が ，

就寝は平 日の 時刻 とほ とん ど変わらない ．外出は ［単

身］，［複数］ と も 「10〜14時」 の 正 午 前後 が 多い ．
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図 6 ． 平 日 の 起床 ， 就寝 ， 外出， 帰宅 の 時刻
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図 7． 休 日 の 起 床，就寝 ， 外 出，帰宅 の 時刻

帰宅は ［複数］で は 「17〜18時」 と早め に 帰宅 して

い るが ，［単 身］で は 平 日 と 同様 に 遅 い ．

　表 3 に よ っ て，以上 の 日常生活時間 を単 身世帯 の 性

別，年 齢 別 に 平均 値 で み る．平 日 の 場 合，［男］は

［女］よ り起床 ， 就寝 と も 30分 前後遅 い ．外出は ［女］

の 方 が 30 分 ほ ど遅 い が ， 帰宅 は 50分 ほ ど早 い ．した

が っ て ， 家に い る在宅時間 は ， 女性 の 方が 長 くな る．

休 日の 場合で も，男女相互間の 時間関係は ほ ぼ 同
一で

ある．

　年齢別 で は，全体 に ［40 歳代］以下 の 若 年 層や 中

年層 の 差異 は それ ほ ど大 きくはな い が ， 匚50 歳代］以

降の 高年層，と くに ［60 歳
〜
］で 明 瞭 な差 異が 表 れ

る．［60 歳 〜］で は ， 平 日 の 起床 は ［男 ］6 ：43， ［女 ］

6 ：47， 就 寝は ［男］21 ：47， ［女］22 ：42 で あ る．こ

れ を若年層や 中年層 と比較 する と，高齢者は 男女 と も

表 3． 単身者の 平 日，休 日の 生活時間 （平均）

、　ノ
日 （ ） 日　 （

己 外 外 出 帰宅

体 男 8 ：070 ：1護 9：3820 ：111 ：250 ：0嘆12 ：1819 ：55
〃 　 女 7 ；4023 ：4310 ： 519 ：210 ；0523 ：4合 12：4319 ：02

男 〜2臓 8：13o ：359 ：3520 ：111 ：360 ；3212 ：1420 ：04
30〜39歳 8：1523 ：3噎 9：3420 ：211 ：2723 ：5“12：2120 ：22
40り49歳 8 ：160 ：0蛮 9：4420 ：511 ：002315 曩 12；5018 ：53
50触59歳 8；lE23 ：12lo ：】419 ：111 ：4822 ：2護12：4617 ：54
60歳即 E；4321 ；4喚 9 ：3620 ：18 ：0020 ：4艇11：1218 ：00

麦 ・29叢 7；440 ：0謡「9 ：2919 ：310 ：310 ：l　 l2；0919 ：48
30〜3雅 7：51o ：049 ：2819 ：411 ：0323 ：5¢ 13：0019 ：26
40〜4晞 8；0223 ；1霊11；0218 ：510 ；1423：5屋12：4919 ：00
50〜59歳 7；3523 ；1匪 11：2419 ；28 ；3822 ；4匪 13：5817 ：12
6畩触 6：4722 二4211 ：0018 ：08 ；16

　　　　脚
22：41il3：0616 ：23

就寝 ， 起床 とも早 い ．しか し， 起 床 に つ い て は ， 7 時

近 い 時刻 で の 起床 で あ り，

一
般的 に は 決 して 早 い 時刻

とい うわけ で はな い ．外出や帰宅は ， ［男］で は 年齢

別 の 差異 は 小 さ い が ，女性 は ［40歳代］以 降 で 遅 く

外出し，早 く帰宅する傾向に ある．こ うした平 日に み

られ る年齢層別 の 相対的 な 時間関係は，休 日 に つ い て

も類似 して い る．

　 2） 家事 の 頻度 （図 8， 表 4）

　図 8 に よ っ て， 日常 の 主要 な家事 の 頻 度状 況 を み る．

部屋 の そ うじは ， ［単身］は 「週に 1 回」程度が 多く，

［複数］は 「ほ ぼ 毎 日」す る こ と が 多い ．こ れ を一カ

月 の 平均 回数 に換算す る と，［単身］は 約 9 回 に な る

が，［複数］は約 19回 と多 くなる．自宅 で 行 う洗濯 も，

［単身］は 月約 10 回程度 で あ る が ，［複数］は 約 21 回

と な る．コ イン ラ ン ドリ
ー

に おけ る 洗濯 は ， ［単身］で

も約 3 回程度 に す ぎな い ．夕食 の 調理 は，［単身］で

は 「ほ ぼ 毎 日」が 3割 ， 月約 13 回 と 少 な い が ， ［複

数］で は そ れ が 7 割，約 24 回 と多 くなる．し た が っ

て，夕食を外食で とる回数 を み る と，匚単身］は 月約

15 回 と増 え，夕食 の 調 理 が 少 な い 分 外 食 に 依 存 して

い る こ とが 分 か る．近所 の 商店におけ る食品等 の 買物

は，［単 身］は 月約 13回，［複 数］は 自宅 で の 炊 事 が

多い た め 約 20 回 と な る．デ パ ー ト等で の 食品等の 買

物 は ， ［単 身］， ［複数］と も月約 3〜4回 と そ れ ほ ど 多

くは な い ，全体 に ［複数］で は ， 自宅 で の そ うじや 洗

濯，調理 ，ま た 近所 の 商店で の 買物の 頻度が 高 く，家

庭 を中心 とした 日常 生活 が 展 開 さ れ て い る．

　表 4 は，以上 の 家事 の 頻度を性別，年齢別 に
一

カ 月

当 た りの 平均 回数 で 示 して い る．家事 の 頻度 に つ い て

は，男女間 で 大きな格差 が み られ る．部屋 の そ うじは

［男］が 月約 6 回，［女］が 約 12 回 ， 自宅 で の 洗 濯 は

［男］月約 7 回 ， ［女］約 13回 ， 調理 （夕食）は ［男 ］

月約 8 回，匚女］約 19 回 で あ る．すな わ ち，そ うじ，
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図 8． 家事 の 頻度

表 4， 単身者の 家事 の 頻度 （一カ 月当た り平均回数）

口
一ラ 調

驢
テ

屋 濯 濯 ン 理 食 品 所 品パ

の 」 ・ド 〈 〈 等の 等 1
そ 自 コ リ 夕 夕 の 商 の ト

う 宅 イ 1 食 食 買店 買等
じ で ン で 〉 〉 物 で 物で

6．Oi・6．8 ： 3．5i8 ．1i19 ．3i1L2i2 ．1
〃 　 女 12．3il3．3i1 ．7　i19．1　ilO．l　il5．2　i4．2

男　 〜295 ．li6 ．2i3 ．7i7 ・4 …20・5il2・2 …　 2．1唱
30〜39歳 6．oi5 ．5i3 ．oi6 ．9 …19．6i9 ．5iL6
40〜49歳

　 ．
6．9i9 ．6i2 ．li7 ．7113 ．8ia3io ．7

50卿59歳 11．li
’
11，3i4 ，7　il4．o　i　15．6　i10＿7　…　 6．4．

60歳〜 12．gil5．7i3 ．8　i2L7　i　12．3　i　15．　O　l4 ．4
〜2911 ．1…12．5i1 ．3il6 ．4i11 ．9　il5 ．O　i3 ．9

30彫39歳
　 ．
9．8 …ll，7i

．
口．6117．4i、10．1il2 ．612 ．7

4臣 49歳
50〜59歳

11．4 …14。0 …
互6．5il6 ．2 …

0．8il9 ．9i
4．4i22 ．3i9

．6 …13．7i
7，2 口7．li3

．28
」

60歳〜 15．1ll4 ．113 ．8i25 ．3i
卩

5．4 ：18．5i4 ．7一

表 5． 単身者 の 普段 「お金 をかけ た い 」と い うもの

　　　 （25％以上 の 項目を選出）

　　 つ い て の 順位．

洗濯 ， 調理 は ， 女性 の 方 が 男性 よ り倍近 い 頻度で 小 ま

め に 行 っ て い る．また ， 近所 の 商店や デ パ ー
トで の 食

品等の 買物 回数 も女性 の 方が 多い ．他 方，洗濯 （コ イ

ン ラ ン ドリー）や 夕食 （外食） の 頻 度 は 男性 の 方 が 高

く， と くに 夕食に つ い て は ， 男性 の 場合 ， 外食 で 済 ま

せ て い る場合が 多い ．

　年齢別 に み る と，男女 と もい ずれ の家事の 頻 度に つ

い て も ［40歳代］ まで の 若 年層や 中年層が 近 似 し ，

［50 歳代］以降 の 高年層 と の 格差が 大 きい ．男性 で も

［50 歳代］以降に な る と，部 屋 の そ うじ，自宅 で の 洗

濯，調理 （夕 食）の 頻度 は高 く， 女性 の 若年層，中年

層 と変わ らな い ．ま た，年齢層が 高 くな るに 従 っ て ，

男女 と も夕食を外食で と る こ と は 減少 し， 自宅 で の 夕

食が 増加 す る．

　3） 生活 の 志向 （図 9， 表 5）

　仕事以外の 面で価値 を置 い て い る 生活志向 をとらえ

る た め に ，普段 「お 金 を か け た い 」 と思 っ て い る こ と

が らを 14項 目設定 し （「そ の 他」を含 む ）， そ の うち

3項 目を選 ぶ複数選択回答に よっ て み る こ と にす る．

　図 9 で は ， ［単身］，［複数 ］とも 「趣 味
・
教養」，「娯

楽 」に 関 して は ， 全 項 目中 1位，2位 を占め，生活面

で 高 い 価値 を置 い て い る こ とを示 す．［単身］ と ［複

数］で 大 きく異な る 内容 は ， ［単身］で は 「人 との 付

き合 い 」40％ ， 「美味 しい もの を飲 食」38％ な ど が 多

い が，［複数］で は 「将 来 の 蓄 え」43％，「子供 の 教

育」 31％ など が 多い ．すな わ ち，［単身］は 個 人 の 生
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表 6． 住宅や住 まい 方 に 関す る質問項 目

　 A ．　 ｛く つ ろ ぎ ・だ ん らん に ・　 る、
01 ：家の 中で 本当に 楽な姿勢で くつ ろ ぐた めに は，多少格
　　 や 行儀 が悪 くて もしかたが な い ．
02 ： 家 は くつ ろ ぐた め の 場所 で あ っ て ，仕 事 な ど は 家 に持 ち

　 　 込 み た くな い ．
03 ； 家族が 集ま っ て 食事 や だ ん らん を す る と き に は ，

一
家の

．．．．．．．ま 人 が ご番良駐廣に座 る黒き蓬，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
　 H．

『
マ間取 り紀 関す る慧識｝

04 ： 趣 味や仕事 を中断 して も，その まま道具 を ひ ろげ て お ‘

一．．
♂

部
暑譲藩魏鷦蓊

曳L … ．．．一．．一．一．．．一．一．．一．．一 ・．

Ω  噸夥挈髀諺舞うiぎ耄t、で γ
．．．．… ．．．… ．．．．．．．．．．．

06 ： 住み よ い 住 まい な ら，広 さ や 見栄 に は こ だ わ ら な い ．
07：住 み や す い 住 宅 で あ れ ば，デ ザ イ ン に は こ だ わ らな い ．
08 ： 多少仕上 が りは 悪 く と も，自分で い ろ い ろ手を 入 れ て 自

．一．．．＿分．らし虹イン テ 皇z量作 り た 黛，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、
　 E ．《立地 め選択 に 臠ずる惷識》

．

09 ； 多少家 が 狭 く と も，ど こ に 出か け る に も便利 な 都 O・に

　 　 み た い

10 ： 多少遠 く な っ て も，空気 が きれ い で 健康 的 な とこ ろ に

　 　 み た い ．齟…
FT

”齟’
て蒋来 め亜活変化べ σ対応 につ し そ ｝

‘．．’』．．』…』’…』…’

ll．今 は 無 駄か も しれ な い が，老後の こ と を配 慮 した 家づ く

　 　 りを した い ．
12．将来子供が 独立 した ら夫 婦 で 都 ひの マ ン シ ョ ン に 住 み

．．．．．．左て ！．．．瓢起崖生漬を始 め た い ．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．
　 G

．
．　 ｛住宅 を取 り巻く経済感覚｝

．．．

13．多少無理 して も，将来の こ と を 考 え て ，財 産価値 の あ る

＿＿．寥鑑住丑な、し 　　　　　＿．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
　 ti

”
．　｛コ ミ ュ 三 デ 才

．
め慧識》

14 普 段家 の 中か ら は 見 え な くて も，出窓 や ベ ラ ンダ に花 な

r
ど鸞纛嘉雛会ヂ∫三嫐 鍍 も．ら輿 L ．．．…．．．．．

15．隣人 や 向か い の 人 だ け で な く，近 所 や 地 域の 人 々 と も

　　極的に つ きあ つて Y．1．きた 弖，∴．．．．．
了．

．
｛住宅の 妥全性に う

”
CYT｝

．．．．．．．．

16 ： マ ン シ ョ ン 等の 集合 住宅 に は，常駐 の 管理 人 が絶 対 に ’
　 要 で ある．
　　　《住宅

．
；
．
生活縦持を他天た

’
望がぜ る

『
ご乏

．
しヒ
．
う票 で 》

．．．．
　 K．
17，多少費用が かか っ て も，家事等の 時間を短縮 して くれ る

　　サ
ー

ビス や 機器が あれ ば どん どん 利用 した い ．
18．そ れ ほ ど割高で なけれ ば，台所設備や家具 等を買 わず に

．．．．．．｛e りLる （リー．X＿．） 二．とも積極鮑タ三倹討 Lホ三翌｝∴＿．．．．＿．、．、．．
　L ．

．
｛葉有葹設に 蘭ずる意1両y

19．十 分 な駐 車設備 を備 え る た め には ，遊 び場 や緑が 少な く

　 　な っ て も しか た が な い．

活 を大 切 に し た 志 向 で あ る が ，［複数］は 将 来 を見通

した 家族生 活 の 充実 を第一義と した 志 向で あ る こ と が

読 み 取れ る．

　表 5 は ， ［単 身1 で 25％以上 の 比 率 を占め る 項 目 を

性別 ， 年齢別 に 示 して い る．性別 で は 「趣味
・
教 養j

が 1位 と 高 い こ と は，男女 で 共通 して い る．しか し，

2位以下 に つ い て は ， ［男］が 「人 との 付 き合 い 」45

％が 多い こ と に対 し， ［女］は対照的に 「旅行」52％ ，

「美味 しい もの を飲食」47％が 多い ．年 齢別に み て ，

こ の 傾 向は，［
〜29 歳］の 若年 層に も同様に表れ て い

る．し か し，［30歳代］に な る と，［男］で は 「人 と

の 付 き合 い 」を重要 と す る 志 向が 最 も強 く な る，匚40

歳代］以降は ， 年齢層が 高 くな る に つ れ て，［男コは

　 　 　 　 　 　 《質問項目》 o

A ．くつ ろぎに 対す る意識01
　 　 　 〃 　　 　 　 　 　 02
　 　 　 〃 　　 　 　 　 　 03
B ．間取りに 関す る 意識　04
C ．和洋に 関する志向　　05
D ．イ ンテ リア 1こつ い て 　06

　 　 　 〃　　　　 　　 07
　 　 　 〃 　　　　 　　 08
E ．立地選択に 関ずる意識09
　 　 　 〃　　　　　　　 】O
F ．将来の 生活変化の 対応 11
　 　 　 1J　　　　　　 12
G ．住宅を敢巻く経済感覚 13
H ．コ ミュ ニ ティ の意識　 14
1．社会参加の 意識　　　 15
J．住宅の 安全性につ い て 16
K ．住宅 ・生活雑持の 委任 17

　 　 　 〃　　　　　　　18
し．共有施設に 関す る 意向 19
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図 10， 世帯 区分別住宅や住 まい 方 に つ い て の 考 え方

質 問 項 目は，表 6参 照．有意差 を X2 検 定 ：
’”p＜ 0．1％，

窄 ＊ 1）く 1％，　
＊ p 〈 5％．
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「旅 行」， 「美 味 し い も の を飲 食」，ま た ［女］は 「旅

行」 の 志向が 高 くな る傾 向 に 変 わ る．

　（4） 住宅や住まい 方に対する考 え方

　1） 世帯区分別特徴 （表 6，図 10）

　表 6に 示す ように，住宅や住ま い 方に 関す る質問項

目は ， それ が広範囲 な内容 を含 む よ うに 19項 目と し

た．各質問項 目 ご と に ，   ま っ た くそう思 う，   まあ

そ う思 う，   あま りそ うは思わな い
，   全然 そ うは思

わ な い ，  答えられな い の 回答 を用意 し，
こ の うち，

  を除 い た   〜  の 中で ，   ，   の 占め る 比率 を求 め

た．

　図 10 は ，［単身］ と 匚複数］の 比率 を示 し た もの で

あ る．単身世 帯 の 住宅や住 ま い 方 に 対す る考 え方 の 特

徴をみ る た め ，こ こ で は ［単 身］や ［複数］で比較的

高 い 比 率を 示 す項 目の 中か ら， 両者 の 比率 の 格差 の 大

きさ に 注目す る．そ れ が 大 きい 項 目は ， H．コ ミ ュ ニ

テ ィ の 意識 （項 目の 番号 （14）， 以下同様 に 表 記する），

1，社 会参 加 の 意識 （15＞で あ り ， ［単 身］の 比率が か

な り低 い ．一般的に単身世帯は 地域社会へ の 関心 が 低

い とみ られ て い る が ， こ の 場合に も地域の 人 々 と の 付

き合 い や関わ りに は 消極 的 な 姿勢 が うか が わ れ る．地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ を形成す るうえで，一
つ の 課題 を示 唆

し て い る．次 は ， F．将 来 の 生活 変化 へ の 対 応 （11）

に 関する 項 目で ある．こ れ も ［単身］の 比率 が 低 く，
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F ．将来の 生活変化の対応 11
　 　 　 〃　　　 　　　 12
G ．住宅を取巻く経済感覚 13
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　 図 11． 性別住宅や住 まい 方に つ い て の 考え方

質問項 目は，表 6参照．有意差 を X2 検 定 ：
寧 桝

ヵ〈 0．1％ ，

零 lp
く 1％，　

率 p ＜5％．

「老後 の 住 宅 へ の 配慮」の 意識 は ［複数］よ り相対的

に低 い ，また ， B ．間取 りに関す る意識 （04），　 J．住宅

の 安全性 （16）で も ［単身］ の 比率が 低 い ．

　2）　性別 ， 年齢別特徴 （図 11， 図 12＞

　図 11 は ， 性別 の 比較 で 示 した もの で ある．男女間

で 格差 が 大 きい 項 目は ，
H ．コ ミ ュ ニ テ ィ の 意識 （14），

J．住宅の 安全性 （16）で あ り，
い ずれ も ［女］の 比 率

の 方が 高い ．すなわ ち，「出窓や ベ ラ ン ダ に花 を飾 る

行為」 や 「常駐 の 管理 人 の 必要性」の 意識 が 低 い の は，

単 身世帯で も男性 に つ い て の み 言 え る こ と で あ り，女

性では逆 に高 い 意識を持 っ て い る こ と を示 して い る．

た だ し，
1．社会参加 の 意識 （15）は，女 性 の 場合 で も

か な り低 く， 地域 の 人 々 との 交流 に対 して は 基本的に

無関 心 で あ る．次 は，E．立 地 選 択 （09）に 関す る 項

目で ある．女性 の 場合 ， 「多少 家 が 狭 く と も便 利 な 都

心 に 住み た い 」 とする 都心居住志向 の 高 い こ とが 特徴

的 で ある．ま た，D ．イ ン テ リア の デ ザ イ ン （06）で

は ， 女性 は 「住み よい 住 まい なち広さや見栄に こ だ わ

らない 」 とする考え方が 強 い ．

　 図 12 は，以上 を年齢別 に 比 較 した もの の 中か ら ，

有意差 の あ る項 目だ け を抽 出 して 示 して い る．［男］

で 年齢別格差 が 大 きい 項 目は ，
A ．くつ ろ ぎに 対する

意識 （02） と H ．コ ミ ュ ニ テ ィ の 意識 （14）で ある．

こ の うち A ．くつ ろ ぎ に 対す る 意識 （06）は ， ［30歳

代］，［40歳代］の 中年層で 低 い ．また H ．コ ミュ ニ テ

1201卩0　 806 ・ 4・ 26
刈

0騁 0％ 4囗 6080 】00120

A ．02

D ．06

H ．14

圏 〜29歳　　驪 50ー59

口 30〜39　　盟 60歳〜

嬲 40〜49

図 12． 年齢別住宅 や住 まい 方 に つ い て の 考え方

イ の 意識 （14） の 項 目で は ， 年 齢層が 高 くな る と 「出

窓や ベ ラ ン ダ に 花 を飾 る 行為」が 積極 的 に な る関係 に

ある．［女］に つ い て は ， 年齢別格 差 が 大 きい 項 目は

D ．イ ン テ リア の デ ザ イ ン （06）と H 。コ ミ ュ ニ テ ィ の

意識 （14） で あ る．年齢 層が 高 く な る と， 「住 み よい

住まい な ら広さや 見栄 に こ だ わ らな い 」，「出窓や ベ ラ

ン ダ に 花 を飾 る行為 」の 意識 が 高 くな る．
一

方，F．

将来 の 生 活変化 へ の 対 応 （11）や J．住 宅 の 安 全 性

（16）な どは，高年層で 高い 意識 が 表れ るもの と予 想

され るが，実際に は若年層や 中年層と有意な差異を示

さな い ．こ れは ， 高年層 で はマ ン シ ョ ン 居住が 多く，

既 に安定 した 居住 条件 を確保で きて い る もの が 多い こ

と （こ の 点 は，次報 で 報 告す る予定 で あ る），男性 の

単身赴任者な ど い ずれ家族 と同居す る こ とを予定 して

い る もの が 多い こ と が 起 因 して い るとみ られ る．

　4．要 　　約

　以上 の 結果 は，次 の よ うに 要約 され る．

　（1） 単身世 帯 の 基本的特性 と し て，住宅 は 賃 貸 ア パ

ー
トが 大 半 で あ り，男性 で は 木造賃 貸ア パ ー ト居住 の

割合が 高い ．世帯主 の 年齢層の 多くは若年層で ある が，

中 ・高年層の 単身者も半数近 くを占め る．女性 に ，高

齢単身者が 多い ．収入 は，
一

般世帯 と比較すれば か な

り低 い ．職業 は，ホ ワ イ トカ ラ
ー

系 の 比率 が 高 い ．通

勤 時間は，比較的短 い 。こ うした単身世帯の 基本的特

性 は ， 通勤時 間の 点 を除 い て 男女 間の格差が 明瞭で あ

る．

　  　単身化 の 理由 は年齢層で 異 な り，若年 層の 男性

で は 「就 学」が 目立 つ ．30歳代 の 中年層で は 「就職⊥

高年層で 「死 ・離別」が 増加 し， と くに 高年 層の 男性

は 「単身赴任」が 多 く， 配偶者 の い る 割合 が 高 い ．単
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身の 期間は，年齢層が 高 くな る と長期化す る が ，60

歳以後 は 逆 に 短 くな る．女性 の 高年 層 の 単 身期間 が 長

い ．結婚 ， 同屠 等 の 予定は，若年層の 段 階 で も 「今後

も
一

人 」 と す る もの が 3 割近 くも存在 す る．40歳代

の 中年層以降 は，一人暮ら しの 志向が ますます強 ま る．

　（3） 単 身世帯の 平日 の生活時間は，遅 い 起床 ・遅 い

就寝 ， 通常外出
・
遅 い 帰宅 で あ る．休 日 の 生 活時間 は ，

平 日 よ り起床 ， 外 出 とも遅 い が ， 就寝，帰宅 は変わ ら

な い 、平 日に おけ る単 身の 男性 は ， 女性 より起床，就

寝 と も遅 く， 外出は早 い が 帰宅 は 遅 い ．休 日 で も， 男

女間 の 生 活 時間の 関係は 同 じ で あ る．年齢別で は ， 60

歳以上 の 高齢単身者は就寝は早 い が ，起床は特別早 い

わけ で はな い ．

　（4） 単 身世帯 の 家事 の 頻度は，相対的 に低 い ．しか

し ， 単 身 の 性別 に よ る格 差 は 大 きい ．女性 の 場合，そ

う じ， 洗 濯 （自宅），調理 （夕食）， 買物 の 頻度 が 高い

反面，男性 で は低 く，と くに夕食を外食の 形で と る こ

とが 多い ．年齢別 で は，高年層 に な る と男女 と も家事

の 頻度が 高 くな り， 外食 （夕食）へ の 依 存 が 減少す る．

　（5） 単 身世帯 で は，お 金 をか ける価値 の あ る生活志

向の 中心 は 「趣味 ・教養」， 「娯楽」で あ る が ，
二 義的

に は 個 人 の 生活重視の 傾 向 が うか が わ れ る．性別 で は

「趣 味
・
教養」 の 次 は，男性 は 「人 との 付 き合 い 」，女

性は 「旅行や 飲 食」に分 か れ る．年齢 別 で は，30歳

代の 中年 層の 男性 で 「人 との 付 き合 い 」志 向 が 最 も強

くな る．40 歳代以降の 年齢 に な る と ， 男性 は 「旅行」，

「美味 しい もの を飲食」， 女性 は 「旅行 」の 志 向が 高 く

な る，

　（6） 単 身世 帯の 住 宅 や 住 ま い 方 に 対す る 考 え 方 の 特

徴 は，複数世帯 と比 べ て 地域 の 人 々 との 付 き合 い や 関

わ りに 消極的 で あ る こ と，高年層に お い て も老後 の 住

宅 へ の 配慮の 意識 が 低 い こ と に あ る．性別で は ， 女性

は 出窓や ベ ラ ン ダに花 を飾 る こ と，常駐 の 管理 人 を確

保する こ とへ の 意識 が 高 い ．広 さ や 見栄 よ り住 み よ い

住 ま い で ある こ とが 重要 であ り，都心居住 へ の 志向 も

強 い ．年齢別 の 傾 向 として，男女 とも年 齢層が 高 くな

る と出窓やベ ラ ン ダに 花 を飾 る行為が 積極 的 とな D ，

ま た 女性 は 住 み よい 住 まい を求 め る志 向 が 高 くな る．

男 性 で は，中年層で くつ ろ ぎに 対す る意 識が 低 い ．

　本報告 は ， 「首都 圏 に お ける単身居住者に 関す る調

査研究 （主査 ：三 宅醇）」 の
一

環 と して 実施 し た作業

の 内容 を， 本研究 の 目的 に 則 して 分析 し直 したもの で

ある，本研 究をま とめ る に 際し，有益 な ご 助言 をい た

だ い た 豊橋 技 術 科 学大学 三 宅醇教授 は じめ ， 多 くの 関

係の 方々 に 深 く感謝する 次 第で あ る．
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